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論文内容の要旨
(目的)
甲状腺の漉胞上皮細胞は，サイロクGロプリンを合成し漉胞腔に分泌する。分泌されたサイログロプリンは嬉
胞腔内でヨードと結合しついでヨードチロシン同志のカップリングが起った後に漉胞上皮細胞に再吸収され
る口再吸収コロイド滴は細胞内で、加水分解を受けその結果， T3 , T4が解放され細胞の基底部より放出
される。コロイドの再吸収は ， phagocytosisおよび'micropinocytosis によって行なわれることが明らか
にされているが，詳細な動態については検討の余地が多い。本研究は，種々の方法を用いてコロイドの
再吸収にともなって起る変化を，形態学的に検討したものである。
(方法ならびに成績)
約 100 匹のマウス(雄， 2 ヶ月)の腹腔内にTSH (2 I. U.) を投与し， 15分， 30分， 60分後に甲状腺
を摘出し， 4 群 l乙分けて以下の処置を施した。
(1) 2.5 %グノレタールアルデヒドにて濯流固定を行ない， 1 %オスミウム酸溶液による後固定の後， 1 
%タンニン酸によるブロック染色を行ない超薄切片を作製した。
(2) 2.5 %クソレタールアノレデヒドで固定した後にフリーズ・レプリカ像を観察した。
(3) 液体窒素を用いて試料を急速凍結した後， 3 労オスミウム酸・アセトン溶液(約一 800C) 中でオスミ
ウム酸に置換し， 1 %酢酸ウラニール・アセトン溶液でブロック染色を行なった後，包埋し超薄切片
を作製した。
(4) 10% グリセリン・ 0.1 箔Triton X -100 溶液に約30分間( OOC) 浸漬した後に， heavy meromyｭ
osin (HMM) (12mg/ mf!) で 15時間処理し， 0.1 %タンニン酸を含むグルタールアルデヒドで固定
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した後，超薄切片を作製した。
(所見と考察)
TSH投与後には，多数のmicropinocytosis が観察されるが，乙の過程で生じる細胞膜の陥凹 (pits)
は必ず被覆 (coat) されており，フリーズ・レプリカ像では，この部位に一致して15--20伺からなる膜
内粒子の集合が起っている。また， phagocytosisによるコロイドの再吸収も認められる。すなわち，鴻
胞上皮細胞は漉胞腔にむかつて多数の偽足を出してコロイドをとり入れ，細胞内には再吸収されたコロ
イド滴が認められる。急速凍結置換法を行なうと，再吸収コロイド滴はほとんど円形ないし類円形を呈
し従来の化学固定法による場合よりも電子密度が高く，その限界膜は外層に較べ内層がや〉薄い。また，
限界膜直下には，幅約10nm前後の電子密度の低い層が必ず観察される。 HMMで処理した後，諸胞上皮
細胞を観察すると，櫨、胞腔に面する細胞膜の直下に横走する矢じり構造 (arrowhead structure)を持っ
たアクチンフィラメントを含む線維束が認められる他，この領域および再吸収コロイド滴の周囲にアク
チンフィラメントを含む網目状の線維構造が認められ，コロイドの再吸収lζ漉胞腔直下の豊富なアクチフ
ィラメントが関与している乙とが示唆される。再吸収コロイド滴は互いに融合しあい大きいコロイド滴
となる。また，再吸収コロイド滴はライソゾームと融合し加水分解を受ける。乙れらの限界膜の融合に
際しては，まず接触しつつある限界膜の外層同志が融合して 5 層構造 (pentalaminar structure) とな
った後IC，さらに 3 層構造 (trilaminar structure) となりついで限界膜の一部が消失して融合が完成す
る。フリーズ・レプリカ像では，融合の直前と思われる部分において相方のコロイド滴の限界膜の膜内
粒子がほとんど消失しており，コロイド滴の融合に際して膜内粒子が排除される乙とが推測される。
(総括)
マウス甲状腺の語、胞腔内のコロイドの慮胞上皮細胞への再吸収のメカニズムを検討し次の所見を得た。
(1) TSHによる刺激下では，コロイドはmicropinocytosisおよび‘phagocytosisによって語、胞上皮細胞内
にとり込まれる。 Micropinocytosisはcoated pitsの形で、起り，これが起るにさきだちその部に膜内粒
子の集合が起る。
(2) 再吸収されたコロイド滴はたがいに融合しあい大きくなるが，融合の起る部位ではまず両コロイ
ド滴の限界膜の一部同志が接し合い， 5 層構造 (pentalaminar structre) ，ついで 3 層構造(trilaｭ
minar structure) になりやがて消失して融合が完成する口融合にさきだち，その部の限界膜の膜内粒
子が排除される。
(3) 細胞頂部の細胞質にはアクチンフィラメントが多数認められ，再吸収に関与している乙とが推測さ
れる。
(4) 再吸収コロイド滴は水解小体と融合し加水分解をうけホルモンを解放する。
論文の審査結果の要旨
本論文は，漉胞上皮細胞がサイログロプリン(コロイド)を再吸収するメカニズムを超薄切片法，
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フリーズ・レプリカ法，細胞化学的諸方法を用いて多角的に検討したものである。議胞腔内のコロイド
はmicropinocytosis と phagocytosis によって細胞内にとりこまれるが， micropinocytosis の起るのに
さきだち膜内粒子の集合が起り， coated pitsとなる。細胞頂部にはactin filamentsが多く存在し，一部
はcoated pitsに続いており再吸収への関与が推測される。再吸収されたコロイド滴はたがいに融合しあ
って大きくなり，かっ水解小体と融合して加水分解をうける。乙れらの知見を得た本論文は医学博士の学
位を授与するに充分値するものと考えられる。
-124-
